
横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業 

落札者の決定について 

 

 横浜市は、ＰＦＩ方式で実施する「横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業」

について、総合評価一般競争入札を行いました。 

横浜市ＰＦＩ事業審査委員会において提案内容を審査した結果、電源開発株式会社を代表

企業とするグループが最優秀提案者として選定されました。この結果に基づき、本市は同グ

ループを落札者として決定しました。なお、燃料化施設については、平成 28 年度から稼働

する予定です。 

 
１ 落札者の構成 

  代表企業： 電源開発株式会社 

  構 成 員 ：月島機械株式会社 

月島テクノメンテサービス株式会社 

バイオコールプラントサービス株式会社 

  協力企業：太平洋セメント株式会社 

 

２ 入札結果 

予定価格（税抜き） 16,212,000,000 円 調査基準価格 設定なし 

開札日 平成 24 年 2 月 16 日 最低制限価格 設定なし 

 

入札参加者（代表企業） 入札金額（円） 結果 

電源開発株式会社 14,229,415,080 円 落札 

三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社 辞退  

 
３ 総合評価点 

  218 点（価格点：100 点／100 点、性能点：118 点／200 点） 
   ＊審査結果の概要につきましては、別紙「審査結果報告書」をご参照ください。 

 
４ 事業の主なスケジュール 

主なスケジュール H24 H25 H26 H27 H28 ～ H47 

設計期間        

建設期間        

管理運営期間        

 
事務局：環境創造局下水道設備課 

連絡先 045-671-2851  

施設稼働 

事業契約 


